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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
■教育･研修システムの改革と充実 
 機構専門医制度の導入により、学会セミナー、支部セミナー、重点卒後教育セミナー、本学会と共催
のライブセミナーやハンズオンセミナーなどのさらなる教育の充実を目指します。今後の大きな方針
として、聴講主体のセミナーは基本的にWEB 開催、総会や支部例会は基本的に対面開催という方向性
です。特に学会会場に参加して対面での質疑応答、他施設の先生と交流することは情報交換やモチベー
ションの維持・向上、若い先生の育成において不可欠と考えています。 
■学会誌「Digestive Endoscopy (DEN)、 DEN Open/日本消化器内視鏡学会雑誌」のさらなる充実  
 Digestive Endoscopyは、今以上に国際的ジャーナルとして世界で購読されるよう目指しています。
さらに、DEN の姉妹紙である DEN Open も創刊時からの全ての論文が閲覧可能となり、若手の登竜
門としての役割を果たしています。 
和文誌も、日々の診療に非常に役立つ内容で会員の皆様の教育に寄与しています。 

■ガイドラインの整備 
 多くの充実したガイドラインを本学会から出版し、消化器内視鏡に従事する先生方のお役に立てる
よう整備し、Sunset rule（5年以上改訂されていないガイドラインは価値がないという考え）に従って
順次更新し、最新の情報を提供しています。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
■海外の学会との交流 
海外の学会との交流としての欧州消化器内視鏡学会（ESGE）との合同シンポジウム、米国消化器内

視鏡学会（ASGE）との合同シンポジウムは完全に定着し、これまで以上に充実した交流となるように
進めています。アジアに目を向けますと、中国や韓国を中心としたアジア各国との合同シンポジウムに
加え、若手医師を日本に招聘する JGES STARS Programも実施しています。日本がアジアのリーダー
として評価されるためにも、アジア各国の内視鏡医学をリードしていく可能性のある多くの若手留学
生を継続して広く受け入れています。 
また、2025 年度には、本学会独自の新たな国際イベント「第 1回 JGES International」の開催が決まっ
ています。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

■消化管内視鏡スクリーニング認定医制度 
 本制度は日本消化器内視鏡学会（以下、本学会）が、全国の消化管内視鏡スクリーニング検査に対す
る指導体制と認定制度を整備することで、実臨床や内視鏡検診における安全かつ質の高い消化管内視
鏡スクリーニング検査を普及させることにより、消化器がん死亡率減少の実現をはじめ、学会の社会的
貢献を果たすことを目的としています。 



■女性内視鏡医のキャリアサポート 
 女性医師が増加している中で、育児と診療・研究との両立に苦慮しておられる先生も増えておりま
す。日本社会全体の課題でもありますが、我々の学会においても極めて重要な課題です。女性内視鏡医
のキャリアやキャリアアップのサポートに関して、女性内視鏡医が活躍できる環境整備に力を入れて
います。 
■世界的視野に立った産学官共同事業 
 内視鏡事業は日本の主要メーカーだけで世界のシェアーのほぼ 100％を占めています。このような状
況は他に類をみません。このアドバンテージを最大限に生かす意味からも、産学官が緊密な連携を図り
つつ、果敢かつ効果的な世界発信を行なわなければなりません。内視鏡医学は、診断・治療・病態解明
すべての面において人類の健康増進・福祉に直結する分野です。今後、コンピューター化、AI 化、IT
化が急速に進む中で、国を挙げての産学官の共同作業が大きく期待されます。 
ｄ.学会運営上留意している点 

■JED（Japan Endoscopy Database）Project 
 内視鏡診断・治療の全症例登録を行おうという世界初の画期的なプロジェクトです。日本の質の高い
内視鏡診療が自動的に全国データとして登録され、多くの研究発表や全国の内視鏡診療状況の把握に
大いなる貢献が可能です。すでに白書も掲載しており、今後、さらなる発展が期待されます。 
 それに伴い、収集されたデータがビックデータ化することで、先生方や一般の皆さまに対して、どの
ように扱っていくかが、今後の大きな課題となりつつあります。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

■専門医制度 
 本学会は、複数の学会にまたがる横断的学会であり、6つの基盤学会（日本内科学会、日本外科学会、
日本救急医学会、日本小児科学会、日本医学放射線学会、日本臨床検査医学会）を有しております。新
専門医制度においては、現在内科系を中心に進んでおりますが、今後は、さらに機構本部、関連学会と
の緊密な連携を図り、すべての基盤学会の会員の先生方にとって最良の結果となりますように協力体
制をお願いしてまいります。 

 


